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市民会館跡地等の活用に伴うエリア価値向上

に関する意向調査の結果について 
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調査概要 

 

市民会館跡地等の活用に伴うエリア価値向上に関する意向調査の結果について公表します。 

なお、参加者の知的財産保護の観点から、公表の承諾を得られた内容のみを公表します。 

 

１．対 象 地：小田原市民会館跡地等（旧市民会館が解体された跡地と隣接する本町臨時 

駐車場、小田原市土地開発公社の用地） 

 

２．実 施 日：令和５年 10月 13日（金）       説明会・現地見学会 

令和５年 11月６日（月）～８日（水） 個別対話 

 

３．参加事業者：９社（不動産業、造園業、サービス業等） 

 

４．調査結果：次のとおり 
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調査結果 

 

１．事業への関心の有無について 

（１）事業地の市場性 

・立地や周辺環境（小田原城、三の丸ホール等）、曜日や時間帯より、限定的な分野では

あるが、「市場性はある」という回答が多くあった。 

 

 

 

（２）事業地への参画意向 

・周辺には公共施設や観光、歴史などの多様な地域資源があり、公民連携を図ることで活

性化に寄与する可能性があるという意見が挙げられるなど、「関心がある」事業者が大

半を占め、導入機能や役割分担により事業参画が期待できた。 
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２．提案する事業内容について 

（１）事業地を活用した導入機能や民間アイディア（収益機能） 

・「まちのリビング」というコンセプトに共感を得られた。 

・広場空間と親和性がある飲食店や、子供の屋外遊び場の提案が多く見受けられた。 

・活用計画に位置付けられた駐車場の位置の変更を望む事業者は少なかった。 

 

 

３．事業スキーム 

（１）事業手法 

・収益が見込める機能については事業者負担（民設民営/公的不動産利活用）、 公共的な

機能（収益性が低い広場等）については、公共負担（公設民営）の希望があった。 

・また、特定用途の運営のみを希望する事業者もいた。 

 

  



5 

 

（２）制約条件・（３）公民の役割分担 

・立地、近隣の競合企業、事業規模・商業人口等、市場性に関連する制約条件への懸念が

挙げられた。 

・土地の賃借料（「小田原市財産規則」に基づく）や公共空間における管理・運営につい

ての意見が挙げられた。 

 
 

以上 


